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昭和37年 昭和47年 昭和57年 昭和63年 平成3年 平成8年 平成24年

家庭科・家政科
設置校(校）

10 6 6 5 2 3 3

募集定員(人） 745 630 630 547 360 360 240

学級数(クラス） 15 14 14 12 8 9 6

資料１ 本県の家庭科の在り方(活性化方策) 

 
１ 本県の家庭科設置校と募集定員 

 

（１）本県の家庭科の設置状況についてこれまでの経緯 

   昭和 22 年の新教育制度発足により、それまでの女子教育として位置づいてい

た「家事裁縫」は教科名称・目標・内容ともに改められ、新教科「家庭」が創設

された。 

本県の家庭科及び家政科設置校数は昭和 37 年度 10 校(併置含む)をピークに、

その後、普通科と併置していた家庭科・家政科で順次募集が停止され、設置校数

は減少し、昭和 63 年には設置校が５校となった。また、同年 11 月に「高等学校

の職業教育に関する研究委員会」より報告された「本県のこれからの家庭科教育

の在り方について」において、家庭科の募集定員が全国に比べて高い比率にある

ことや志願者が少ないことから「より一層の適正化を図っていくことが必要」と

され、普通科と併置していた家政科が順次募集停止となったため、平成３年度の

家庭科設置校は２校となった。その後、平成８年度に唐津南高校に家庭科に関す

る学科である「生活教養学科」が設置され、現在に至っている。 

 

≪参考：家庭科・家政科の設置校、募集定員、学級数の推移≫ 

 

 

 

（２）平成 24 年度の家庭科設置校 

平成 24 年度の状況は、家庭科の単独校１校、農業科と家庭科の併置校が１校、

商業科と家庭科の併置校が１校となっている。 

 

（３）平成 24 年度の家庭科の募集定員 

   家庭科の募集定員は、家庭科単独校 160 人（４学級規模）、農業科または商業

科との併置校では、家庭科の募集定員は、ともに 40 人（１学級規模）であり、

県全体では 240 人である。 
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ースで行っていた教育を更に充実させ、調理業務または食品関連産業に従事する

人材を育成することを目的としている。 

 

【他都道府県における活性化方策の例】 

○ 専門教育の手法について研究を推進し、県全体の専門教育のレベルアップ

を図るため、拠点校を設置する。（千葉県） 

 

  


